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ビジョンの実現に向けた公民連携

ビジョンを具現化していくには、市民・事業者・行政等が志を高く持ち、それぞれの役割を果たしながら推進する、対

等な連携が必要となります。本ビジョンにおいても、三者が連携しながら取り組む体制を構築し推進していきます。

市民・事業者・行政等の役割分担によりビジョンを具現化

※1：関係市民：飯能市へ働きに来る人、観光に来る人、沿線住民、ファンなど

※2：連携企業：飯能市と包括連携協定等を締結する企業・団体など
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市 民 事 業 者

行 政

自分たちのまちを自分たちでつくる
主体的にアクションする

まちなかのエリア価値を高める
質の高いプロジェクトに継続的に取り組む

市民・事業者のニーズを踏まえた都市環境の整備（土台づくり）

 育 む 公 民 連 携_

まちづくりに
継続して取り組む

仲間づくり

ほしい暮らしの実現

連携企業※2関係市民※1

暮らしを楽しく
するために●●
がやりたい!!a

まちを面白くす
るための事業を
やりたい！

どうやったら実現
できるか、一緒に
考えましょう！

市民・事業者の取組を後押しする（伴走型行政）

安全安心な環境
を作るぞ！

森林文化都市 はんのう
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市民が責任を持って
まちづくりに参画する

土壌をつくる

ビジョンに沿った
プロジェクトを連鎖的に
生み出す環境をつくる
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公民連携の役割分担

関係各課との連携

ビジョンを実現するため、民間（市民・事業者等）・行政でそれぞれ実行体制を構築し、取組を進めます。その際、行政

においては民間からの相談窓口を設置の上、庁内横断的に連携する体制で、事業を推進していきます。

連 携

相談窓口
都市計画課

A  飯能河原•文教エリア

B  横丁•飯高エリア

C  飯能駅前西エリア

D  飯能駅東エリア

4つのエリア

ビジョンの実現に向けて、5つの視点・4つのエリ
アにおいてアクションを起こしたい人たちが中心
となって仲間をつくり、具体の活動を進める。

行政 の動き・体制

ビジョンを推進するため、部局横断の体制で事
業を推進し、民間の取組もバックアップする。
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住む人、働く人、通う人

5つの視点

①
居心地が良く歩きたくなる

都市環境の充実

水と緑、歴史や文化
を感じられる空間づくり

まちなかで暮らす・働く 

にぎわいの創出

多様なつながりが生まれる

きっかけづくり

柔軟なアイデアが出会う

共創の機会づくり

×
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様々なテーマを扱う関係部署

交通 企画

建設 教育

福祉 観光

子ども 農林

産業 生活

②

③

④

⑤

民間 の動き・体制
(市民・事業者等)
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段階的なプロセスデザイン
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まちなかの

未来を描く

• ビジョン策定

ほしい暮らしを描く

仲間を見つける・増やす

• 庁内での横断連携体制の構築

• 実行する仲間づくりのスタート

描いた暮らしを実験・実証してみる

効果検証・改善のサイクルを重ねる

• 短期的なアクション
   既に実施している施策の拡充やすぐに取組可能な施策

   について順次実施

• 中期・長期的なアクション
   パイロットプロジェクトとして社会実験等の実施・検

      証・改善を繰り返し、実現に向けて展開

ビジョン策定後、実現に向けて小さく実験・実証などのアクションを重ね、実感を得な

がら着実に進めていくことで、ほしい暮らしを実現するための一歩となります。

2024(R6)    2025(R7)～   

※整備に関わるプロジェクトは、つかう視点での検討を盛り込む

ほ
し
い
未
来
に
め
ぐ
り
逢
え
る
ま
ち
の
実
現
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何からはじめる？実験・実証の取組例
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ほしい未来を思い描き、まずやってみることから始めよう

STREET PLANTS@OMIYA（埼玉県さいたま市）
まちなかに協賛可能な植木と滞在空間を設置することによ

り、道路空間と沿道敷地を一体的に利活用することを目指

した社会実験。

勝手にプレゼンフェス（佐賀県佐賀市）
佐賀県ゆかりのクリエイターたちが県に施策を提案する

ピッチイベント。知事や県庁職員も参加し、ここでの提

案が多数実現している。

ぶらり城下町散歩＠白鷺町（兵庫県姫路市）
自治会が主体となる道路活用事例。軒先をテラス席として

拡張し、店舗が出店する３日間限定の社会実験マルシェ。

まちづくりキャンプ（埼玉県川越市ほか）
実在する空き家や空き店舗、空き地などの遊休不動産を

題材に、その物件を活用した事業プランを短期間で練り

上げる実践型ワークショップ。実現化も。

御堂筋チャレンジ（大阪府大阪市）
御堂筋をスマートストリート化することを目的とし、仮

設の休憩施設やデジタル案内板の設置、自転車道と歩道

の分離や人流データの取得等を段階的に実施。

電動キックボード導入に向けた実証実験（全国）
日常生活や観光時における移動の利便性向上を目指し、

電動キックボードをはじめとした多様なモビリティ導入

に向けた実証実験が各地で行われている。
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